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虐待の早期発見・把握
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「これって虐待なのかな？」
「虐待になってしまうかも」

→まず事業所内で報告、相談

（高齢者虐待の早期発見等）

第五条 養介護施設、病院、保健所その他高齢者の福祉に業務上関係のある団体及び養介護施設従

事者等、医師、保健師、弁護士その他高齢者の福祉に職務上関係のある者は、高齢者虐待を発見しや

すい立場にあることを自覚し、高齢者虐待の早期発見に努めなければならない。

２ 前項に規定する者は、国及び地方公共団体が講ずる高齢者虐待の防止のための啓発活動及び高

齢者虐待を受けた高齢者の保護のための施策に協力するよう努めなければならない
平成十七年法律第百二十四号

高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律より

虐待はあると
思わないと
見えてこない



相談・通報
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相談者

一般市民、介護関係者など

相談先

包括支援センター

役所（保健医療部健康推進課地域包括ケア推進室地域支援・在宅医療）

☆事実確認を重ねて、区市町村・地域包括支援センターが判断します。

虐待でなかった場合も責任が問われることはありませんのでご安心ください

まとめておくこと

利用者の状況、生活環境など概要
虐待の内容（写真もあると良い）
主観ではなく事実をまとめて



通報義務

4

（養護者による高齢者虐待に係る通報等）

第七条 養護者による高齢者虐待を受けたと思われる高齢者を発見
した者は、当該高齢者の生命又は身体に重大な危険が生じている場
合は、速やかに、これを市町村に通報しなければならない。

２ 前項に定める場合のほか、養護者による高齢者虐待を受けたと
思われる高齢者を発見した者は、速やかに、これを市町村に通報す
るよう努めなければならない。

３ 刑法（明治四十年法律第四十五号）の秘密漏示罪の規定その他
の守秘義務に関する法律の規定は、前二項の規定による通報をする
ことを妨げるものと解釈してはならない。



通報者について
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八条 市町村が前条第一項若しくは第二項の規定による通報又は次
条第一項に規定する届出を受けた場合においては、当該通報又は届
出を受けた市町村の職員は、その職務上知り得た事項であって当該
通報又は届出をした者を特定させるものを漏らしてはならない。

→誰からの通報かは漏れません。

ですが・・・ご家族に「虐待です」と伝えないようにしてください。

きっかけや初動対応が難しくなります。



通報内容から
令和 4 年度「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」に
基づく対応状況等に関する調査結果より
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001180261.pdf (mhlw.go.jp)

https://www.mhlw.go.jp/content/12304250/001180261.pdf


初動対応
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在宅（自宅へ訪問）

家族、関係機関へ聞き取り

施設（対象職員へ）

施設管理者が聞き取り（複数名）、状況に応じ行政の聞き取り

現状に至るまでの経緯を聞き取ります。



虐待認定
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【決定や役割】

役所などの高齢支援分野が決定します（65歳未満は障害分野）

【検討事項】

虐待の判断、程度（緊急性）、支援上の留意点

☆支援事例検討会議が実施

☆警察と役所が連携しているケースもあります



どのような流れ
になるのか？
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茨城県
保健・医療・福祉の関係者を対象とした高齢者
虐待対応マニュアルより
高齢者の虐待防止／茨城県 (pref.ibaraki.jp)

https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/chofuku/shichoson/kaigo/anzenansin/gyakutai.html


報告書類
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支援の実施 ネットワークミーティング
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【参加者】

役所、包括支援センター、ケアマネジャー、サービス事業所

【内容】

情報共有分析、方針決定、役割分担、緊急時の対応確認



早期発見をする視点やポイント
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【見たこと、聞いた事】

・表情、顔色の見た目だけでなく「反応」をみる

「会話をする、以前との比較」

・体調不良、低栄養、体重減少はないか？

・意識はあるか？

・本人から保護の訴えはあるか？

・人格や精神状態の歪みが生じていないか？



早期発見をする視点やポイント
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【身体の状態】

・声かけに反応はあるか？

・身体に痛みはあるか？（痣がある場合は写真撮影）

・息苦しさや手足の浮腫、冷たさ、傷、痣

・衣類や部屋の汚れ、身体の汚れ、におい

・口や皮膚のかさつき

・食事を摂っていないような食べ方



早期発見をする視点やポイント
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【医療面より】

・BMI

＝体重（Kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）

65歳以上 21.5未満は「不足」 20.2以下は「低栄養」

・血清アルブミン値 3.5ｇ/ｄｌ以下

・体重減少率

＝普段の体重／現在の体重×100

3～6か月で5％（低栄養初期） 3か月5～7％ ６か月10％（低栄養）



福祉関係者として
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サポーティブな心で支援を行う

養護者の支援

普及活動

一人の人として

普段より要介護状態になる前からの関係づくり

従事者で気になることはある場合は

普段からの言葉遣い、職員の疲れ、精神状態



介護者のつどい

16認知症の方やその家族のつどい／茨城県 (pref.ibaraki.jp)

https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/chiiki/ninchi/kazokukaigoshashien.html


疲れてしまったり、疲れていそうな方が
いたら
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いばらきこころのホットライン／茨城県 (pref.ibaraki.jp)

https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/seiho/sodan/seishin/homepage.file/01sodan/hotline.html


認知症カフェ
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認知症カフェ／茨城県 (pref.ibaraki.jp)

https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/chiiki/ninchi/cafe.html


虐待の終結
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虐待対応の終結のためには、

「虐待の発生要因の軽減等により高齢者の安全が確認できる項目 が増え、高齢者の安全

の確保が継続され、高齢者が安心して生活を送れている状態」

を確認でき ることが必要となります。

具体的には、

① 高齢者が施設に入所することとなり高齢者の生活が安定した場合

② 虐待の発生要因の軽減等と再発防止のための支援体制が整い、

在宅生活の再開や継続をする場合

③ 高齢者が死亡した場合

などが想定されます。

市町村・都道府県における高齢者虐待への対応と養護者支援について

R5.3 厚生労働省 老健局より



虐待の終結
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虐待の解消、本人の安心と暮らしの安全 支援の最終的な目標

虐待の解消、本人の安心と暮らしの安全の確保にあります。

支援開 始後も定期的なモニタリングを行いながら継続的に関わっ

て高齢者や養護者、家族の状況を再 評価し、

最終目標につなげることが必要です

市町村・都道府県における高齢者虐待への対応と養護者支援について

R5.3 厚生労働省 老健局より

分離が良いわけで
はない



ご清聴ありがとうございました

成田玲子(Reiko Narita)プロフィール

【経歴・資格】

社会福祉士、介護福祉士、主任介護支援専門員、障害者相談支援専門員等

横浜市瀬谷区介護支援専門員連絡会副代表

・福祉従事２3年（訪問介護、通所介護、老健、特養、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ等勤務）

・介護関係資格講師 13年（20,000人以上を指導）

・横浜市瀬谷区にて H24 介護保険法による居宅介護支援事業所

Ｒ２ 訪問介護事業所

R3 障害者総合支援法による計画相談

居宅介護・重度訪問介護 運営中
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